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1 はじめに 

1.1 本文書の目的 

本 BeaconPlus SDK ドキュメントは、BeaconPlus SDK およびこれを iOS のアプリに統合する方法に関

しての概要を説明するものです。詳細な API の仕様およびその他の実装方法の詳細については、

BeaconPlus API spec（http://pinmicro.com/docs/ios-sdk/index.html）をご参照ください。 

 

1.2 本文書のスコープ 

iOS 用コンテクスト・アウェアネス（文脈認識）アプリケーションの開発者は、まず最初に本文書を

お読みください。 

2 アクロニム 

本文書では以下のアクロニムを使用します。 

アクロニム 詳細 

SDK ソフトウェア開発キット（Software 

Development Kit） 

API アプリケーションプログラムインターフェ

ース（Application Programming Interface） 

3 BeaconPlus SDK概要 

BeaconPlus SDK により、幅広い自由度をもってコンテクスト・アウェアネスのアプリケーションを開

発することができます。BeaconPlus SDK は、クライアントアプリと BeaconPlus クラウドサービス間の

橋渡しとしての役割を持ちます。 

 

 

 

 

 

 

 

APP 

API コール 

API レスポンス 

Beacon ｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄ 

サーバ API 
request 
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SDK は定期的にクラウドと同期しており、プロジェクトに対して適切なタイミングでの正確な情報を

保持しています。またすべての内部ロジックを処理してデバイスを検出し、特定の領域で「エントリ

ー」と「エクシット」の事象が発生するたびにアプリに通知します。 

4 SDKのセットアップ 

本節では、iOS のアプリを利用するための SDK セットアップ方法を説明します。 

4.1 要件 

BeaconPlus SDK は iBeacon プロトコルを利用してビーコンを特定するので、最低限 iOS のバージョン

7.0 が必要です。ハードウェアの仕様としては、SDK が以下のデバイス上だけで動作していることが

必要です。 

 iPhone 4s またはそれ以降のもの 
 第 3世代の iPAD またはそれ以降のもの 
 iPad Mini またはそれ以降のもの 
 第 5世代 iPod touch またはそれ以降のもの 

4.2 BeaconPlus SDK を Xcodeプロジェクトに統合する方法 

a) Xcode において新規にプロジェクトを作成し、たとえば「GetMeShoes」などのように命名する。 
 

b) アプリケーション用に新規にAppのIdを作成し、プロビジョニング・プロファイル（provisioning 

profiles）をアップル開発者（Apple Developer）のサイトから入手する。 
 
c) SDKバンドルの「BeaconPlusSDK」をコピーしてGetMeShoesフォルダに貼り付ける。 
 

d) SDKとヘッダーファイルをGetMeShoesに追加する：GetMeShoes -> 「Add files to GetMeShoes」 
 

https://developer.apple.com/
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e) BeaconPlusSDKを探して選択する。 
 

 
 

f) 「Copy items into destination folder (if needed)」がチェックされているかどうか確認する。 
 

g) フォルダを「Create groups for any added folders」にセットする。 
 

h) 追加する予定のすべてのターゲット（たとえば本ケースでは「GetMeShoes」）を選択する。 
 
i) 以下のフレームワークをGetMeShoesに追加する。 

 libsqlite3.0.dylib  

 QuartzCore.framework 

 SystemConfiguration.framework 

 CoreLocation.framework 

 CoreMotion.framework 
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j) GetMeShoes中の「Frameworks」というフォルダは、現在次のように表示されている。 
 

 
 
 

k) ユーザがSDKで利用予定のターゲットに対して、libBeaconPlus.aが「Build Phases」の下の「Link 

Binary With Libraries」に追加されていることを確認する。 

 Project Navigatorの中のGetMeShoesを選択 

 SDKが有効となるターゲットを選択 

 Build Phasesタブを選択 

 「Build Phases」中の「Link Binary With Libraries」を開く 

 libBeaconPlus.aがリストにない場合には、ライブラリ／フレームワークをユーザ自身の

Project Navigatorから「Link Binary With Libraries」までドラッグ・アンド・ドロップする。 

 上記の2番目から5番目のステップを、SDKで使用予定のターゲットがすべてSDKにリンク

されるまで繰り返す。 
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5 SDKの使用方法 

a. SDKを初期化する 
a.1. BeaconPlusクラスを、ユーザがSDKに関係したアクションを実施する予定のクラスにインポー

トする。 
           #import “BeaconPlus.h”  

 
a.2. コールバック・ハンドラのデリゲートを設定する。  

 
[[BeaconPlus sharedBeaconPlus] setDelegate: self]; 

 
a.3.  BeaconPlusクラスの共有インスタンスを利用して、SDKを初期化する方法をコールする。 

 
   [[BeaconPlus sharedBeaconPlus] initializeWithAccessToken: accessToken 

           language : language

                                         serverUrl :serverUrl]; 

 
b. BeaconPlusDelegateプロトコルを追加する。 
 HomeView: UIViewController < BeaconPlusDelegate> 

 
c. BeaconPlusDelegateプロトコル中のファンクションを実施する。 

c.1. 成功のレスポンス 
- (void) beaconPlusDidInitialize { 

} 

 
レシーバはSDKが正常に初期化された後にスキャン動作を開始する場合があります。スキャ

ンプロセス開始時のAPIコールは次のように表示されます。 
 
[[BeaconPlus sharedBeaconPlus] startScanning: &error]; 

 
一旦スキャンプロセスが開始されると、イベントアップデート（スポットエントリとエクシ

ット）をdidEnterSpot とdidExitSpotデリゲートに送ります。 
 

c.2. スポット・エントリ・イベント 
- (void) didEnterSpot :( Spot *) spot { 

} 

 

c.3. スポット・エクシット・イベント 
- (void) didExitSpot :( Spot *) spot { 

} 

 

c.4. 失敗のレスポンス 
- (void) didFailWithError :( NSError *) error { 

} 
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d. Info.plistのセッティング 
info.plist中の「Required background modes」にある「App registers for location update」と「App 

communicates using CoreBluetooth」を設定する。アプリのinfo.plistファイルは次のように表示され

ます。 
 

 
 

6 アクセストークンによる認証 

BeaconPlus SDK は、各組織が BeaconPlus クラウド中に自分のアカウントを作成した後、各組織に提供

したアクセストークンにより各ユーザを特定します。その後 SDK は、クラウドからのアプリ用のマ

ッチング情報を引き出して、タスクを実行します。 

主要な特徴： 

 アクセストークンは開発者を特定する「鍵」の役割を果たし、クラウドからどのデータにア

クセスすべきかをシステムに知らせます。そのため開発者はログインや認証のためだけに特

別なロジックを実装する必要はありません。 
 

 同一組織内では、複数のアプリに対して同一のアクセストークンを使用することができます。

アプリの利用可能情報は同じであっても無くてもよく、アプリ開発者は自らの要件に合うよ

うにアプリのロジックを実装することができます。 
 

6.1 アクセストークンの入手 

Innovature Technologies にお問い合わせの際には、下記の事項も併せてお知らせください。 

 組織名 

 住所 

 連絡先の番号 

 電子メール 
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7 コールフロー・ダイヤグラム 
 

 

  

初期化 

Configuration API コールを入手 

アクセストークンの認証 

認証失敗エラーリターン 

認証成功。config 詳細

のリターン 

ｽﾎﾟｯﾄﾘｽﾄ API コールを入手 

初期化成功/失敗 
JSON ﾚｽﾎﾟﾝｽ 

ｽｷｬﾝ開始/ｽﾄｯﾌﾟ 

ﾘﾀｰﾝ成功/ｴﾗｰ ﾋﾞｰｺﾝ・ｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄ 

ｻｰﾊﾞとの同期のﾄﾘｶﾞｰ ｽﾎﾟｯﾄｴﾝﾄﾘ･ｴｸｼｯﾄ 
同期用に configuration 

API を入手  

 

configuration の

詳細をﾘﾀｰﾝ 

ﾃﾞｰﾀ更新の際に

getSpotList API をｺｰﾙ 

JSON ﾚｽﾎﾟﾝｽ 

ﾛｸﾞを送付 

成功/失敗のﾚｽﾎﾟﾝｽ 

ﾛｸﾞ送付のﾄﾘｶﾞｰ 
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8 エラーコード 

以下に SDK からアプリに返すエラーコードを示します。 

エラーコード エラー理由 

701 ネットワークエラー 

702 アプリの有効期限切れ 

703 SDK が初期化されていない 

707 無効なアクセストークン 

709 無効な時間 

710 デバイスがサポートされていない 

713 キャッシングの失敗。一時的 url も取得できなか

った 

714 デバイス種類未設定 

715 スキャン初期化失敗 

716  領域が追加されていない 

717 デバイスが追加されていない 

718 ディレクトリー割り当てが無効 

719 サーバへの接続不能 

720 キャッシュの最小基準を満たしていない 

724 データベースエラー発生 

729 無効なデータ 

731 無効なタイプのデバイスのスキャン 

732 アプリ用のスポットが未追加 

733 スキャンの最小間隔は１であること 

734 指定のタグ名に対応するファイルタイプには未

対応 

735 ブルートゥースが有効になっていない 

736 組織の有効期限切れ 

737 スーパーアドミニストレータにより組織がブロ

ックされた 

738 スーパーアドミニストレータによりアプリがブ

ロックされた 

739 サーバーエラー 
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9 文献 

初めての iOS 開発用に：

https://developer.apple.com/library/ios/referencelibrary/GettingStarted/RoadMapiOS/ 

iBeacon の参考ガイド： 

 https://developer.apple.com/ibeacon/ 

https://developer.apple.com/library/ios/referencelibrary/GettingStarted/RoadMapiOS/
https://developer.apple.com/ibeacon/

